
【主な会員特典】
●不妊去勢手術経費の助成（犬猫どちらか１頭）
●協賛施設（店舗）での割引・優遇
●協会情報誌「わんにゃん広場」（年４回）のお届け等

わんにゃん広場
№１２１
令和8年５月15日

（一財）滋賀県動物保護管理協会
滋賀県湖南市岩根136-98

0748-75-6522

狂犬病予防接種はお済ですか？

４～６月は、各市町の公共施設等で、集合注射を行っています。この機会に是非、狂犬病予
防注射を愛犬に受けさせましょう。もし、機会を逃してしまっても大丈夫！動物病院でも接
種は可能です。
全世界では、年間３～５万人が狂犬病で亡くなっています。狂犬病は全哺乳類に感染し、

発症すれば、ほぼ１００％死に至る怖い病気です。日本では、１９５７年以降、狂犬病の発
生はありませんが、これは、年１回の狂犬病予防接種を継続してきた結果であり、決して偶
然ではありません。

多くの方々に動物愛護の輪を広めるため、賛助会員制度を設けております。この機会に、
わんにゃん倶楽部（賛助会員）に入会いただき、当協会の事業の推進にご協力をお願い
いたします。詳しくは当協会までお問い合わせください。

わんにゃん倶楽部
（賛助会員）

入会のご案内

。

【年会費】
（毎年、７月１日から翌年６月３０日）

●個人会員 ２，０００円
●団体会員 １０，０００円

「きずな」ちゃん「つむぐ」くん

飼い
主さん大募集

新しい家族
との

出会いを
待っています

掲載の犬・猫はすでに譲渡されている場合があります。詳細は協会ホームページにてご確認ください。

ちゃすけ 推定3歳

オラフ 推定４歳

のっぺ 推定７歳

しじみ 推定10歳

くうた 推定１歳

～接種は義務です必ず受けましょう～

開催予告

【日時】令和8年６月28日（日）

【場所】滋賀県動物保護管理センター

【内容】ジャズコンサート、犬猫譲渡会

びわ湖わんにゃんマルシェ
たきちみさと写真展 他

ご来場をお待ちしております。

命をつなぐジャズコンサート

余命わずかのペットがセンターに持ち込まれることが、少なか
らずあります。介護が大変、看取りがつらい等あるかと思いますが、ご自身ができる範囲で大丈夫で
す。ペットが命を終えるまで、愛情を持って飼ってあげてください。「あなたに会えてよかった。あ

りがとう。」と飼い主、ペット双方が思えるような、一生を送らせてあげたいものですね。

たきちみさと

みんながみんな

魅力的

チャーリー 推定６歳



SFTS（重症熱性血小板減少症候群）は、主にマダニを介して感染するウイルス性の病気です。

●発生のピークは初夏●
マダニの活動は春から秋にかけて活発になりますが、特に3月から6月にかけてがSFTSの発生報告が

最も多い時期です。

●動物から人へのリスク●
この病気の恐ろしい点は、感染した犬や猫の体液を介して飼い主様にも感染する

「人獣共通感染症」であることです。犬猫・人間ともに致死率が高く、特効薬もありません。

●予防対策●
むやみに草むらには立ち入らず、愛犬・愛猫には定期的に動物病院で処方される駆除薬（スポットタ

イプや飲み薬）を投与することが、愛犬・愛猫とご家族を守る唯一にして最大の手段です。
命に関わる感染症だけに「うちの子は大丈夫」と思わず、この時期からの徹底した予防が大切です。

●犬や猫の症状●
発熱、黄疸、嘔吐、下痢などの症状が現れ、犬や猫での致死率も非常に高いことが報告されています。
特に野外でぐったりしている猫などは安易に触れず防護対策を行なった上で動物病院に連絡しましょう。

●環境管理●
散歩中に草むらへ入るのを避け、帰宅後は体にダニが付いていないかチェックしましょう。
初夏を健やかに過ごすためには、日々の観察と早めの予防が欠かせません。少しでも様子がおかしいと

感じたら、迷わず受診してくださいね。

動物病院の先生の健康シリーズ vol.１８ 好きなこと

ネズミのおもちゃで遊ぶこと。

飼ってみて感じたこと

保護猫かつ、成猫から飼うこ
とが初めてで、飼育の難しさ
を実感しています。少しずつ
ではあるが、慣れては来てい
るので、その変化がうれしく
もあり楽しく過ごせて、日々
の活力になっております。

～初夏に多い犬猫の病気～

草津犬猫病院
片伯部 健吾

うちの子自慢
滋賀県動物保護管理センターより犬猫を家族として

迎えられた飼い主さんからのお便りです

好きなこと

とにかく大人しくて、散歩も横を歩いてくれます。
ちゃんと時間も分かっていて、トイレの我慢もできます。

飼ってみて感じたこと

毎日癒してくれます。素直な性格で好奇心もあるようで、
可愛くて子供ができたようでうれしいです。長生きして
ほしいです。

好きなこと

ご飯を食べること。なでなでされること。
兄弟でいたずらすること。
高い所にのぼること。一緒に遊ぶこと。
ゴロゴロ言いながらコロンコロンすること。
外を見ること。

飼ってみて感じたこと

毎日癒される。香ばしい香りがする。
肉球が可愛い。出掛ける時に見送ってくれて、
帰ってくると出迎えてくれる。とにかく愛おしい。
2頭で遊んでいるところ、寝ているところ、いたずらしているところがとても可愛い。
明け方にゴロゴロアラームで 起こしに来てくれるところ。（AM4:30）
ご飯をおいしそうに食べてくれて、とっても可愛い。寝てる顔が可愛い。
買ってきたおもちゃやベッドで遊んだり、寝たりしてくれて、うれしい。

同じところから保護された２匹です。
またまた一緒で、嬉しいね

新緑がまぶしい季節となりましたが、急な気温の上昇に体がついていかないのは動物たちも同じです。
今回は、この時期特に注意したい「熱中症」と、マダニが媒介する「SFTS」についてお伝えします。

油断禁物！「熱中症」の傾向と対策

熱中症は、真夏だけでなく体が暑さに慣れていない「初夏」から多発します。まだ大丈夫という思い込
みが特に危険とされています。熱中症は、体温調節が追いつかず全身の臓器に障害が出る病気です。犬や
猫は人間のように汗をかいて体温を下げることが苦手なため、私たちが感じる以上に暑さに敏感です。

●特に注意が必要な犬種●
鼻の短い短頭種（パグ、フレンチ・ブルドッグ、シーズー等）は体温調節が特に苦手です。また、寒い

地域が原産のシベリアン・ハスキーなどの長毛種や大型犬、さらには心臓・呼吸器に持病がある子、高齢、
肥満傾向の動物もリスクが非常に高いため、より厳重な管理が必要です。

●犬や猫の症状●
ハアハアという激しい呼吸（パンティング）、よだれ、元気消失から始まり、

重症化すると意識混濁や痙攣を引き起こし、命に関わることもあります。

●予防対策●
・室内環境: エアコンを活用し、室温25〜28℃、湿度60%以下を目安に管理しましょう。
・散歩の時間: 早朝や日没後の涼しい時間帯を選び、アスファルトの熱が冷めているか
手で触って確認してください。

・水分補給: 常に新鮮な水が飲める環境を整えましょう。

●もし熱中症が疑われたら（応急処置）●
まずは涼しい場所へ移動させ、常温の水を体にかけて扇風機などで風を送ります。保冷剤がある場合は、

タオルに包んで首の付け根、脇の下、股の間などの太い血管が通る場所を冷やしてください。
※氷水などで急激に冷やしすぎると逆効果になることもあるため、冷やしながらすぐに病院へ連絡して

ください。

５月がピーク！マダニ媒介の『ＳＦＴＳ』
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